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 研究の基本資料と して位置付けられ、 旧石器時代から古代までの時期に研究の中心があった。 1980年代
 以降発掘調査の急激な伸展に伴い、 膨大な中世の考古学資料が蓄積されるようになり、 蓄積された資料
 理解の必要性から、 考古学研究の一分野と して中世考古学という名称が使用されるようになってきた。
 1990年代以降中世遺跡から出土する遺構・遺物の全国的な編年的・分布的研究が進捗 し、 連動して奥羽
 の中世遺跡の考古学資料理解も大きく伸展することとなった。
 こう した研 究状況を踏まえなが ら、 奥羽の中世遺跡から出土する遺構・遺物について整理 しさ らに全




 本章では古代から中世への社 会変動 を、 山形県庄内地方に関わる8世紀から 12 世紀代の考古学資料か
 ら理解を試みた。
 古代出羽国の開発は1.1.1形県の日本海側庄内地方に中心があった。 かかる理解からすれば、 古代から中
 世への出羽国の社会変動研究のフィール ドと して、 出羽国中心地域である庄内地方は好適である。
 本研究での基本資料は先行研究から整理された遺跡の分布図である。 庄内地方の古代から中世にかか
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 る遺跡の様相を把握 し、 考古遺跡の時期的分布を類型化し分布についての検討を行い、 まず庄内地方の
 古代から中世にかけての遺跡分布についてその時期的変化を整理 した。 さらに把握された遺跡分布を地
 理学的研究の成果にも学びながら小地域に区分 し、 各地域の古墳時代から中世までの遺跡分布の変動を
 具体的に把握 した。
 また遺跡群の相互関係を理解 し、 社会動態を把握するために、 遺跡がどのような地域的状況の中で成
 立 していたのかを把握 しなければな らないと考え、 この地域全体の様相を示す最古の 史料 『正保絵図』 に
 見える近世初頭の村落分布・河川・街道・湊について整理 し、 遺跡群展開の理解に援用する 資料と した。
 こう して把握された古代から中世までの時間的空間的遺跡分布の変動は、 庄内地方の社会変動を反映
 していると見た。
 その変化の様相 は次のよう に整理することができた。
 古墳時代には、 最上川の南 (川南) 「大山・鶴岡地域、 藤島地域」、 最上川の北 (川北) 「余目・平田地域」、
 「生石・吹浦地域」に遺跡は散漫ながらも分布する。 この地域はこれ以降も遺跡の分布が濃密である。 遺
 跡の分布は流域 ごとに集中する傾向がある。 こう した基本的な地域性の上に、 遺跡群が展開する姿は以
 降の時期にあっても不変である。
 次いで古 代から中世までの 時期 を6つの小期 に便宜上分割する こと ができた。
 古代0期は8世紀の第1四半期から第2四半期である。 文献上では出羽建国、 移民、 渤海使の記事が見
 える が、 現在のところこの時期 に編年される 考古遺跡は見いだすことができない。
 古代1期は、 8世紀の第3四半期から8世紀第4四半期の時期であ り、 庄内地方では須恵器生産が開始
 し集落遺跡も増加し始める。 その立地はほとん ど前代からの遺跡立地と複合する選地をなす。 新たに展
 開する遺跡群が見いだされる地域には、 条里遺構も展開し、 遊佐町上高田遺跡からは稲の品種名「畦越」
 を記載 した木簡が出土 した。 種子木簡の出土は、 遺跡の機能に種籾の保管があると見ることができ、 種
 籾は救荒用 に保管され、 さらには種子農料と して貸 し与えられ、 私出挙が行われた可能性も指摘できる。
 古代n期は9世紀の第1四半期～第3四半期までの時期であり、 庄内地方の古代遺跡の最盛期である。
 遺跡の数が増加 し面的な分布を確 認できるようになる。 特に北目地域は前代以来独立的に遺跡群が展開
 している。 出羽国府と考定されている城輪柵跡1期は9世紀前半に比定され、 本格的な国庁の造営は9




 東へ鳥海山、 奥羽脊梁山脈の神室山、 栗駒山さらには太平洋岸の室根山が国家の辺境を構成 し、 大物忌
 神社、 駒形根神社、 などの霊場が形成されるという。 この西側への延長には離島飛島も存在する。 この
 ライ ンは現在の山形県から宮城県の北部のライ ンとほぼ一致 し、 庄内地方はこの内側にあたる。 これは
 古墳時代の遺跡が面的 に広 がる最北の地域である姿 を引き継いでいるものと考えられよ う。
 古代皿期は9世紀後半第4四半期～ 10世紀第2四半期までの時期であり、 遺跡分布が終息し初める時
 期である。 須恵器生産は終息し土器の様相も明確ではなくなる。 文献では大物忌神社に関係する記事が
 見え、 飛島、 吹浦大物忌神社の国家の辺境をなすライ ンが明確に成立するのはこの時期と考えられよう。
 古代 IV 期は、 10 世紀第2四半期から 11 世紀第4四半期までの時期であ り、 庄内地方に遺跡の分布がほ
 とん ど見られなくなる時期である。 遺跡の再編と新たなる展開の時期に突入 したのであろう。 この時期
 には柱状高台を持つ土器がこの地に出現し、 この柱状高台は全国的に展開する。 土器群の様相が斉一性
 を強めてくる。
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 国府域には遺跡が消失し、 城輪柵跡もその機能を喪失する。 古代末から中世初頭の出羽国府の所在が
 どこであるかは諸説があるが、 平安時代末の歌学書の内容からすれば、 最上郡へと移転 していた可能性
 が指摘できる。 移転出羽国府の所在を明確に知る資料は得られていないが、 現在神奈川県横浜市港南区
 の千手院に所蔵される、 文永3年 (1266)9月 15日の紀年を持つ金銅阿弥陀如来立像には、 「奉安置出羽
 囲最上郡府中庄外郷石佛」と記され、 中世前期には山形県天童市清池地区を中心と した地域が「府中」 と
 して認識されていたのである。 こう した記銘を手掛かりとすれば、 出羽国府は現在の山形市北部に移転
 したと見ることができる。
 中世1期は、 12世紀代の時期であり、 遺跡数は増加するが集落遺跡はほとんどなく、 大半は経塚と中
 世墳墓といった宗教遺跡である。 この時期の遺跡分布は、 古墳時代や8世紀第3四半期などの遺跡の分
 布と近似 し、 各流域 ごとに遺跡の分布が集中する様子がうかがわれ、 地域権力の成長を示 している。
 国府域が消滅した後、 川南と川北に遺跡の集中地域が見いだされるようになる。 川北遊佐町には大楯
 遺跡、 川南鶴岡市田川地区には田川舘跡という中世の遺跡が成立する。
 遊佐町大楯遺跡は出土遺物の年代観からすれば12世紀代に出現 し、 最北の荘園遊佐荘と深く関係 して
 営まれたものと考えることができる。 『遊佐荘』 は摂関家領荘園であるが、 直接の荘園管理者は奥州藤原
 氏であった。 遊佐荘の荘園年貢には 「鷲羽」 な どが含まれ、 大楯遺跡の出土品には「ほろは」 を記す付け
 札木簡がある。 大量の貿易陶磁器の出土な どからしても、 ここは流通の拠点でもあったと見ることがで
 きる。 遺跡の遺物組成のほとん どをかわらけが占める点は平泉遺跡群と共通する。 地元に残る伝承では、
 ここは奥州藤原氏の縁者比爪氏の一族 「川北冠者忠衡」 の館であるという。 こう した伝承は大楯遺跡の
 遺物相と良く整合する。
 川南には田川舘跡が姿をあらわす。 この遺跡の本格的な調査は実施されていないが、 部分的な調査か
 ら 12世紀代の資料が得られている。 田川舘跡は吾妻鑑に登場する 「田川 太郎行文」 の故地であるという
 伝承を持つ。 源頼朝は文治5年 (1189)7月 19日に軍勢を起こ し、 平泉藤原氏の滅亡を図った。 8月 13日
 には日本海側の趨勢を決する戦いがこの地で行われた。 この地田川 は越後方面との境界を形成する 「念
 珠ヶ関 (鼠ヶ関)」にほど近い日本海側の要地であった。 源頼朝の北陸道方面軍である比企藤能員と宇佐
 美實政等の軍勢が越後方面から侵入し、 これを藤原泰衡の郎従である田川太郎行文と秋田三郎致文等と
 の軍勢が迎え撃った。 田川・秋田の連合軍は敗れ両将は梟首された。 奥州藤原氏は太平洋側と日本海側
 の双方から軍勢の進入をゆるすこととなり、 ここに奥州藤原氏の滅亡は決定的となっていく。 庄内地方
 は福島県北部と同様な、 奥州藤原氏の外縁を形成 していたと見ることができ、 12世紀後半のこの地は奥
 州藤原氏の支配領域の辺境を形成 していると整理することができるのである。
 庄内地方は古代においてはより北方との境界領域を形成 し、 12世紀代にはより南側との境界性を示 し、
 こう した地域性の上に遺跡群が展開する。 一方遺跡群は古墳時代以来の地域性の上に展開し、 各地域を
 基盤とする勢力が他地域の権力と結 びあいながら、 地域権力と して成長するという特質も存在すること
 を知ることができる。
 第2部 中世奥羽土器・陶磁器の諸相
 本章では中世奥羽の土器・陶磁器 (国産陶器・貿易陶磁器) の生産と流通の様相、 遺跡に見る陶磁器の
 様相を検討 した。
 東北地方は大きく日本海側の出羽と太平洋側の陸奥の2地域に分かれ、 地勢的にも政治史的にも独立
 的である。 こう した地域性は土器・陶磁器の様相についても同様である。
 中世奥羽に於いても、 遺物の様相が日本海側の出羽と太平洋側の陸奥の2地域で大きく相違する。 こ
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 の時期珠洲 (石川県)・常滑 (愛知県)・渥美 (愛知県) な どの遠隔地の広域流通品が潤沢に供給され、 多く
 の場合、 遺跡で使用される壷・甕 弓雷鉢の基本的な器種は広域流通品で構成される。 広域流通陶器の分
 布の様相がもっとも特徴的に表れるのは12世紀～ 13世紀であり、 日本海側には須恵器系陶器の珠洲が
 分布 し、 太平洋側では盗器系陶器の常滑・渥美が卓越する。 奥羽[」」脈を挟んだ両地域の陶器の分布は、
 基本的には排他的であり干渉 しないという 地域性がある。 一方瀬戸と貿易陶磁器の分布は両地域に分布
 し貿易陶磁器の分布と相応する。 こうした流通実態からすれば、 中世奥羽は日本海側の須恵器系陶器の
 分布圏、 太平洋側の姿器系陶器の分布圏、 奥羽全体を覆う瀬戸・貿易陶磁器の分布圏が存在する。 これ
 はこの地域の流通の一端を示 していると考えることができる。
 主体を占める広域流通品の他に、 こう した製品を地域で模倣 した在地系陶器を生産 した中世陶器窯が
 存在する。 奥羽の中世陶器窯は、 ほとんどが太平洋側の福島県北部から宮城県北部までの問に集中し日
 本海側に薄い。 生産技術は広域流通品同様「須恵器系」「盗器系」に大きく分けることができ、 日本海側
 はほとんどが須恵器系陶器窯であり、 太平洋側はほとんどが盗器系陶器窯となり流通実態を反映してい
 る。 しかしながら、 その流通圏は比較的狭く生産も少ない。
 中世奥羽の陶器生産は 12世紀半ば前後～ 14世紀前後までおこなわれ、 盗器系陶器生産は発生地点で
 ある東海地方から、 非常に早期に技術導入を開始し全国的な再編時期まで生産を継続する。 全国的に見
 ても生産が長期に亙っているという特質がある。 基本的には奥羽の盗器系陶器の生産は、 姿器系陶器窯
 の全国展開と終焉の様相 に連動 していると見ることができる。 同様に須恵器系陶器の生産も全国の須恵
 器系陶器窯の消長の様相と連動している。 列島の中の中世陶器窯の動向とこの地域の陶器生産は無縁で
 はないという特質がある。
 中世陶器生産の具体相と して山形県羽黒町執行坂窯について検討した。 ここは日本海側最北の姿器系
 陶器窯であり 13 世紀代半ばに営まれた。 注目を集めたのは「瓜蝶文」刻回文壼である。 検討からすれば
 このモチーフは中国意匠 「瓜簾綿綿」 を構成する。 13世紀中葉前後の羽黒山の様相からすれば僧たちの
 問に中国嗜好が存在 していたと考えられ、 刻画文陶器の存在はこの時期の羽黒山の様相を示 している。
 陶器生産には在地の有力者の存在や嗜好があり、 中世窯の経営には領主権力のみならず有力寺院の存在
 も重要であったと見ることができ、 その生産は政治的な意味も大きかったのである。 中世奥羽の陶器生
 産の特質とみることができよう。
 次に陶磁器の様相について検討 した。 古代の貿易陶磁器である初期貿易陶磁器の分布は、 出羽側では
 山形県庄内地方に集中 し、 もう一つの集中域は多賀城を中心とする陸奥国府城である。 これは一旦陸奥
 国府に集積され、 陸路を通 じて出羽南部地域にもたらされた可能性が高く、 施粕陶器も同様である。 貿
 易陶磁器が急激に増加するのは 工2世紀代の後半になってからである。 これはこの時期に急速に拡大す
 る流通の様相を反映 している。 12世紀代から陶磁器の流通は活況を呈 し、 奥羽を覆い一部は北海道へと
 流通を広げる。 日本海側の余市町・上ノ国町では、 12世紀代珠洲1期に編年される甕・四耳壷が出土し
 ている。 興味深いことにいずれも袋物であり何らかの内容物が彼の地に運ばれ、 さらにはこの地から何
 らかのもの が盛んにもたらさ れたという 実態を知ることができる。 おそらくそれらは、記録に見える 「水
 豹の皮」 な どの北方の産物なのであろう。 この時期の遺跡の具体相と して 12 世紀代の遺跡と して大楯遺
 跡を検討 した。 ここには「ほろ は」 木簡が存在 し流通の拠点であることが判明 した。
 次の!3世紀～ 14世紀代の陶磁器は、 中国陶磁と在地窯さらには広域流通する珠洲系陶器や一部瀬戸
 焼の製品が展開する時期である。 15世紀代の後半になる陶磁器の流通量は格段に増加し、 在地窯は全く
 見られなくなり、 六古窯体制がこの地域にも顕現するようになる。 17世紀に入るあたりからは、 唐津の
 製品が大量に入っ てくる よう になる。
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 さらに地域的な陶磁器の様相を検討した。 山形県鶴岡市鶴ケ岡城跡出土遺物を通覧すると3つの時期
 に分けられ、 遺跡の主体よりも古い美術陶磁的な遺物である、 袋物の青磁壷・青磁酒会壷・青白磁梅瓶な
 ど高級品は、 地域権力が中央との結 び付きを象徴的に示す道具である 「威信財」に相当するものと見るこ
 とができる。 さらに山形県寒河江市寒河江城出土遺物や慈恩寺関係史料からすれば、 15世紀代にはこの
 地域に広く 喫茶の風趣が広 がっていることも整理することができた。 山形県山形市山形城出土遺物には
 金箔瓦が存在 し、 織豊政権と密接な政治的関係を象徴することを整理した。 地域的な陶磁器受容の様相
 をその遺跡に関わる政治的様相を含めて整理 した。
 最後に中世後半の奥羽の陶磁器の様相について脇本城出土遺物から検討 した。 脇本城出土遺物の貿易
 陶磁器の組成には元様式の染付瓶、 北日本では稀なタイ壷も存在する。 こう した脇本城の遺物組成は、
 15世紀～ 16世紀にかけての奥羽の中心的な遺跡での組成に共通する。 15世紀代に城館遺跡が充実し流
 通様相 が変化 し、 海上・河川・陸上交通な どの流通の便を把握するところに城館の選地が行われるよう





 中世奥羽の墓の地域的な特徴を把握するために、 最初にその前 史である古代の墓について整理した。
 古代墓は関東地方からゆるやかに減少し墓の型式も減って行く。 秋田市・盛岡市のラインで最後に残っ
 た火葬骨蔵器を持つ墓の分布は消え、 横穴墓は日本海側には分布 しないという 地域性がある。 北奥羽に
 は方形周溝遺構・円形周溝遺構な ど新たな墓の型式が見られより北方との関連性が強い地域性がある。
 マウン ドを持つ古墳は北海道の石狩低地にまで拡大 している。 しか しながらこう した古代の墓は11 世
 紀代で途絶え中世の墓とは隔絶する。
 12世紀の終わり頃の時期に火葬骨厳器に中世陶器を持つ墓が出現する。 火葬墓こそは中世を特徴づ
 ける墓遺構であると言って良かろう。 その数は少ないながらも奥羽全域に分布 し、 前代では特徴的な墓
 が存在した奥羽の北半部 (青森県市浦村山王坊遺跡) にまで出現 し、 地域的な特色を持った墓は姿を消し
 てゆく。 奥羽の火葬墓の展開は考古学資料からすれば全国的に見ても早く、 火葬墓の受容はこの時期に
 北方の開発が積極的に行われ、 かわらけや白磁・中世陶器な どがこの地にもたらされたことと無縁では
 あるまい。 注目すべきことにおそらく葬送に付随する儀礼的世界も同時に波及 しており、 中世奥羽の特
 質と見ることができる。 さらにはこう した事例の成立には、 この時期北奥羽まで波及する経塚の造営も
 一定の役割を果た していると見ておきたい。 経塚は葬送に深く関係するものであり、 墓地を点定するに
 あたって経塚を造営 し、 場所の聖地化を図るな どのことが行われていた。
 13世紀後半～ 14世紀半ばになると集団で営まれる墓が見られる。 板碑など石造遺物の刻銘から一族
 で回忌法要を営むな どの事例も見受けられ、 一族の墓所が点定され営々と して供養が営まれていくと考
 えられる。 板碑の造営数は宮城県が全国でも上位に位置 し奥羽全体と しても多いという地域性を持って
 いる。 板碑は北海道の道南戸井町が最北の所在地であ り、 板碑をともなう供養はこの地にまで及んでい
 たと見ることができる。 この時期 には板碑の銘文からすれば回忌法要もこの地に広く行われていたこと
 を知ることもできる。 こう した一族墓の他に人々 が宮城県松島町雄島な ど特定の場所に納骨するという
 信仰も広がる。 雄島には現在でも骨片が散乱 し納骨の霊場であったことを知ることができる。 この時期
 に全国的に展開する火葬土坑で火葬 した後、 歯骨な どの部分を選択的に収骨 し雄島な どの霊場へ納骨す
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 るという信仰が盛んになってきたのであろう。
 中世後期には六道銭などと呼ばれる銭貨を副葬する墓も広く分布する。 副葬される銭貨のうち、 永楽
 通寳は選択的に墓に埋納されている可能性が高い。 埋納数量は6枚という数量が多く現行民俗例と共通
 する習俗がこの時期に出現 したことがわかる。 奥羽の墓の特質を知ることができた。
 さらに中世から近世・近代へと墓の様相がいかに変化するのかを、 山形県村山地方の事例から整理し
 た。 近世・近代 (17世紀～ 20世紀) の葬送・墓制について、 1期から6期までの画期を見いだ し、 山形県
 村山地方の事例から各期の変化の見通しを示した。 1期～4期 (17 ～ 19世紀前半) については寺院と檀
 家が結 び付く過程と境内墓地の墓標造営との関係を整理した。 当初家族成員と寺院との個別的な結 び付
 きが強く存在する段階か ら、 徐々 に寺 院と家族全員を対象とする結 びつきへと変化 してゆくことが判 明
 した。 近世を通 して複檀家 (家族内部で寺が異なる事例) が徐々に解消され、 一家が総 じて一つの寺院と
 結 び付く傾向が強められたと見ることができる。 さらに寺院境内の境内墓地墓標造営数の変遷は、 複檀
 家の様相の変化とほぼ同様な増加傾向を示すと見ることができ、 1期～ 4期まで分けた複檀家の変化様
 相と響き合う。 次いで5期と6期 (19世紀前半～ 20世紀半ばまで) の墓地の変遷について、 山形県大石田
 町次年子円重寺に残る「明治十八年墓地及火葬場管理方規則」と次年子地区の墓地調査を通して様相を
 整理 した。
 最後に近世絵図に表われた特徴的な墓の事例を紹介 した。現在の山形県天童市荻野戸地区を描いた 『羽
 州村山郡上荻野戸村絵図』 中に見える6本の樹木は、 山寺立石寺に供奉する六在家の本来の屋敷位置を
 表 し、 樹木は開発領主の屋敷墓の上に植えられた霊の愚り代と見ることができる。 この遺構の実例とし
 ては12世紀代の屋敷墓である山形市上敷免遺跡の事例がある。 先に中世火葬墓はいち早く奥羽に及び、




 霊場とは神 μ、の霊験あらたかな土地であり、 神社・仏閣な どのある神聖な地のことである。 霊地とも
 言い現象的にはその土地にできた寺社に参拝を した り、 納経・納骨な どの宗教的行為 を行う場所である。
 これは平安時代ころから全国いたるところに設けられ、 三十三カ所札所な どの霊場巡拝は今も盛んに行
 われている。
 山形県山寺立石寺は霊場と してつとに著名である。 霊場は宗教的行為を行う場所であることからすれ
 ば、 重要なのはその宗教行為となるが考古学資料と しては残らない。 行為そのものは残らないものの行
 為によってその場所に残されたものは、 経塚・石造遺物・柿経・木製納骨五輪塔な どの遺物となり立石寺
 のいたるところに見ることができる。 こう した宗教遺物を手掛かりと して、 中世奥羽の霊場と して著名
 な庶民信仰の拠点山寺立石寺の形成過程を整理した。 立石寺の現況の確立にはいくつかの画期を見いだ
 すことができ、 霊場信仰の様相も段階的に変遷 してきたことを整理することができた。 さらには山寺立
 石寺の霊場と しての形成過程を整理 したときに、 霊場と しての広がりを背後の山塊から山形県天童市若
 松寺にまで拡大して、 理解する必要性があることを示 した。
 次に山形県酒田市生石延命寺の事例について整理 した。ここには板碑が集中 して営まれ、 『生石板碑群』
 として知られている。 延命寺と周辺の生石地区の板碑群は、 山形県内に所在する他の地方の板碑とは様
 相を違えている。 安山岩質の成形を加えた石に種子を薬研彫りで刻んだものであ セ)、区画線が明瞭であ
 り偶頒や紀年な どの銘文が伴うことが多いという特色がある。 中世延命寺は山腹に板碑が林立 し板碑の
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 霊場とでもいうべき様相を示 していた。 ここは板碑銘文に記される 「善阿」 の一族が供養の場と して保
 持 し、 一族の供養のための特別な場であった可能性が高い。 またこう した霊場は中世に突如出現 したも
 のなのではなく、 中世以前の宗教的様相も霊場の成立には重要であった。 これは立石寺の様相と同様で
 ある。 現在延命寺には 「モリ供養」 という宗教行事があ り、 集う諸国の亡霊を供養するという。 中世奥羽
 の霊場の一つの特質を整理した。
 次に天童市域に主として分布する特徴的な板碑である成生荘型板碑について、 その成立と展開を整理
 しながら奥羽における中世石造遺物の一様相を整理 した。 成生荘型板碑は山形県天童市内を中心と して
 分布する特徴的な板碑であるが、 成生荘型板碑のもっとも特徴的な要素である、 頭部の突出に注目して
 類例を探れば、 少数ではあるが広域に類例を見いだすことができる。 成生荘型板碑は地域中での生成展
 開が想定されていたが、 型式成立の理解のためには木製品との共通性を探る必要があることを示 した。
 さらには従来検討されることの少なかった墨書礫について、 天童市高野坊遺跡の鎌倉時代の紀年を持
 つ墨書礫から検討した。 礫石に経を記すことは平安時代の末に出現 し、 鎌倉時代から南北朝にかけて盛
 んになり、 近世には一字一石経と して営まれ広く日本国内に見られるようになった。 興味深いことに平
 泉遺跡群や鎌倉遺跡群といった中世の都市遺跡では墨書礫は一部を除いて出土していない。 鎌倉の場合
 都市周囲に営ま れる墓所である 「や ぐら」 から出土 し、 墨書礫の使用 は葬送や供養と密接な関係のあるこ
 とが推測できる。 当初は経塚に関係 し紙本経の副納遺物と して取り扱われ、独立 し礫石経のみで成立 し、
 供養や葬送に使用されるようになったものと整理することができる。 地域的な墨書礫の展開を整理する
 ことができた。
 以上、 中世の考古学資料に拠りながら、 中世奥羽社会の特質と地域性を整理した。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、 東北日本における !2世紀から16世紀の中世社会が遺した遺跡、 遺構、 遺物な ど膨大な考古
 資料を総合的、 多角的に検討 し、 その特質と地域性を究明することを目的とする。 その構成は、 序章、 第
 1部から第4部、 終章からなる。
 序章では、 中世社会研究の前提となる基本的視座、 中世の時代概念、 考古資料による時期区分、 関連資
 料データーベースを基盤とする遺跡分布解析、 多種多様な中世考古資料研究の基本を論ずる。
 第1部では、 奥羽中世社会の特質を研究する中核地域と して庄内地方を選定 し、 139 遺跡の調査資料か
 ら4世紀から12世紀の遺跡分布図を提示 し、自然地理学、歴史地理学的に遺跡分布変遷を詳細に分析する。
 4、 5世紀に最上川以南 (川南) 南部、 以北 (川 北) 南部、 北部な どで高い遺跡密度が認められることを指摘
 する。 その後、 庄内地方の遺跡数は激減するが、8世紀後半に増加 し、9世紀に秋田城から出羽国衙が遷
 移すると、 最盛期を迎えることを明らかにする。 こう した分析を踏まえ、 奥羽全域での社会、 文化変動
 のあり方を検討 し、 8世紀から11世紀までを古代0期からIV期に時期区分 し、 11世紀後半における中世
 社会の胎動期をへて 12世紀の中世1期へと推移すると指摘する。 12 世紀後半の庄内における遺跡増加
 の背景と して、 平泉を拠点とする奥州藤原氏支配との関係を論ずる。
 さらに中世社会を理解する重要遺跡と して遊佐町大楯遺跡を取りあげ、 分析する。 仏堂と囲繞施設、
 苑池と殿舎、 堀跡な ど遺構群の構造と配撞、 膨大な量の出土遺物、 ことに中世陶器、 貿易陶磁器、 「かわ
 らけ」、木簡な どを 詳細 に分析 し、荘園領主居館とそこでの生活文化の様態を明らかにする。また、出土「ほ
 ろは」 木簡を取りあ げ、 鷲羽や海獣皮が奥羽の重要な貢納品となる地域的特質を論ずる。
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 第2部では、 中世奥羽の土器、 陶磁器、 貿易陶磁器を検討する。 第1章ではかわらけ生産と流通を取り
 あげ、 中世を通 じた変遷観と様式の斉一性を論述する。 第2章では、中世陶器を検討 し、 陸奥では常滑焼・
 渥美焼な ど琵器系陶器が主体であり、 出羽では須恵器系陶器である珠洲焼が盛んに流通することを明確
 にし、 陸奥と出羽では相互に独立的、 排他的であると指摘する。 さらに奥羽の陶器生産について1! ヶ所
 の窯跡群を確認し、 その技術的系譜関係から陸奥、 出羽の独自性を強調する。 第3章では、 論者が取り組
 んだ出羽町執行塚窯跡の調査成果から、 その背景と して在地寺院勢力の動向を論ずる。 第4章で、 古代
 陸奥、 出羽国衙に盛んに供給された初期貿易陶磁器、 第5章で古瀬戸な どの国産陶器、 第6章では東北日
 本各地で出ニヒする貿易陶磁器を検討 し、 陸奥と出羽で共通 した陶磁器の様式分布が認められることを強
 調する。 ことに 12 世紀に奥州藤原氏支配が確立 し、 その統治儀礼で白磁な どの貿易陶磁器と膨大なかわ
 らけが使用、 廃棄され、 特徴的共伴関係が成立する。 こうしたセット関係が中世社会で地域性を伴いつ
 つ広く定着 したことを指摘する。 さらに大楯遺跡から出土した豊富な中世陶器、 貿易陶磁器、 かわらけ
 を分析するとともに、 堀、 苑池跡から出土した木簡、 木製品な ど多数の遺物の空間分布分析、 年代測定を
 進め、 遺跡の構造、 性格、 年代を総合的に検討し、 摂関家領の遊佐荘と関わる館跡であることを、 藤原頼
 長の 「台記」 な どの 史料から論証する。 また 15世紀に奥羽での陶磁器流通は発展の頂点に達 し、 さらに
 東北北部、 北海道へと拡散する。 男鹿半島の脇本城な ど奥羽北部の城館跡でこの時期の貿易陶磁器が豊
 富に出土する背景として、 多くの城館を拠点とする海上、 河川、 陸上交通網の確立を指摘する。
 第3部では、 中世奥羽の墓制と信仰について、 入念な遺跡調査、 歴史的景観調査、 寺社資料や民俗資料
 の調査などに取り組み、 総合的分析を進める。 第1章で古代から中世の墓制推移を追究する。 古代末に
 横穴墓・火葬骨蔵器などの葬制が消滅し、 墓制様式が単純化する一方で、 東北北部と中・南部の地域的格
 差が鮮明になる動向、 その後の中世奥羽での火葬墓、 板碑・石塔、 銭貨副葬な どの墓制・葬制変遷過程を
 追究する。 12世紀末には火葬骨埋葬が確立し、 13、 14世紀に板碑集団墓など中世的墓制が発達すると指
 摘する。 第2章で副葬銭貨数、 大石田町次年子円重寺古記録、 山寺立石寺6檀家に関する村山郡上萩野戸
 村絵図 (1838 年) などを解析 し、 中世、 近世、 近代の葬制変遷を論ずる。
 第4部では、 中世奥羽の霊場・信仰を取りあげる。 [、L侍立石寺境内とその周辺に遺存する関連石造物、
 遺構群を調査し、 寺院、 霊場景観の形成過程を追究する。 ことに、 多数の板碑を伴う松島雄島のような
 共同墓跡、 中世火葬遺跡の成立に中世奥羽の特質を指摘する。 また、 板碑の群在する生石延命寺につい
 て古代から中世の霊場形成の プロセ ス・を遺跡景観、 民俗資料な どから追究する。
 以上、論者は、 近年の城館跡、 寺院跡、信仰遺跡、窯跡な どの遺跡における大規模で組織的な調査によっ
 て蓄積された膨大な中世考古資料を体系的に集成 し、 遺跡、 遺構、 遺物 データーベース を構築 し、 実証的
 分析を進めた。こう した精緻な考古学研究を踏ま え、また、歴史資料、 民俗資料を積極的に援用 し、歴 史学、
 宗教民俗学、人文・自然地理学な どの研究法で学際的、総合的に12世紀から16世紀の中世奥羽社会の文化・
 経済・政治・宗教の動態を探求し、 その地域的斉一性と、 陸奥と出羽の地域的独自性、 南北の地域性が複
 雑に展開する構造を明らかに し、 考古学資料と歴史資料に基づいた中世社会観の提示に成功 している。
 若干の課題を残すものの、 その研究は独創的、 実証的であって、 斯学の発展に寄与するところ大である。
 よって、 本論文の提出者は、 博士 (文学) の学位を授与される に十分な資格を有するものと認められる。
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